




















































































第４章では、母音の音価について検討する。Svantesson et al. (2005) では、短母音
の  /e/ は  /i/ に合流したと述べられているが、完全に合流してしまったのかどうかは
議論の余地がある。本稿では段階的に、(i) モンゴル語に [e] は現れ得ないのか、(ii) 
  
正書法上の <i> と <e> のミニマルペアをなす語は完全に同音異義語なのか、という
２つの角度から検討する。そして、ここでも音声産出実験およびフォルマント分析を
行うことで、(i) 正書法上の <e> に対応する母音の中には  [e] で発音されるものが存
在すること、(ii) 話者によっては正書法上の  <i> と <e> のミニマルペアを /i/ と /e/ 
の対立として保持していることを示し、/i/ と /e/ の合流が完全には起こっていないと
いうことを明らかにする。  
また、第４章では後舌母音の音声特徴および音韻解釈についても検討する。特に、
Svantesson et al. (2005) において /o/ と解釈されている母音に注目し、他の母音と比
較しながらフォルマント構造の分析を行う。そして、 /o/ とされる母音は中舌性を持










































































 以上の３つの方法論について第１章で述べた後、第２章ではSvantesson et al. (2005)
において「短い母音」とされていた第２音節以降の音素的母音の長さについてさまざ
まな視点から検証する。そして音声実験では音素的母音が必ずしも音声的に短いとい
えないこと、発話速度を変えたとき音素的母音の変化の様相は短母音ではなく長母音
の様相に近いことなどの根拠から、第２音節以降の音素的母音は音韻的に短いわけで
はなく、音声的に短い持続時間で現われるにすぎないと主張する。  
 第２章での主張を踏まえて、第３章では第２音節以降において母音の長短の対立は
ないのかという問題について論じる。そして借用語の第２音節以降に現われ、原語で
ストレスを持たない母音は後続する接尾辞の母音調和を引き起こすことから、２次的
挿入母音とは解釈できないこと、また原語でストレスを持つ母音とは持続時間が異な
ることから長母音とも解釈できないことなどから、第２音節以降にも短母音が存在す
ると論じる。 
 続く第４章では母音の音価について検討する。まず短母音の/e/は/i/に合流したとい
う一般の見方に対して、話者によっては/e/と/i/のミニマルペアを保持していること、
音声実験ではeのフォルマントを示している例があることに基づいて、/e/と/i/が完全に
合流しているとはいえないことを明らかにする。さらに一般に /o/とされている母音の
フォルマント構造は中舌性によって特徴づけられているために、 /ɵ/と解釈するのが妥
当であると主張する。  
 第５章では借用語のデータを利用することによって、本来語も含めたモンゴル語の
母音調和に内在する原理を明らかにしようとする。そして借用語に対する接尾辞の振
る舞いから、女性母音e、u、ɵは母音調和に積極的に関与しない透明な母音として機能
している可能性を指摘する。この事実は本来語だけの観察では決して得られないもの
であり、「借用語音韻論」に基づく意義ある成果と言うことができる。  
 第６章ではプロソディ、とりわけ複合語のピッチパターンについて分析が施されて
いる。その結果、複合語のピッチパターンは形態統語構造とは無関係であるが、音韻
  
構造とは密接な関係があり、前部要素が短母音を含む１音節でコーダ子音 (音節末子
音)のソノリティ（共鳴性）が低い場合に、LHのピッチパターンが現われることを明
らかにする。 
 以上述べたように、本論文はモンゴル語音声学・音韻論の分野の最先端を行く研究
として高く評価されるが、特に感銘を受けるのは音声データを実証的に収集する際の
緻密さである。インフォーマントに調査語彙を単独で発音させるだけでなく、キャリ
ア文に調査語彙を組み込んだかたちで読み上げさせるといった工夫、さらには直接の
調査対象ではない語彙もダミーとしてキャリア文に組み込んだうえでランダムに読ま
せるといった工夫、これらはインフォーマントに調査目的を察知されることなく可能
な限り構えのない自然な音声情報を得るためになされたものであるが、その周到な配
慮は瞠目に値する。 
 本論文は特定の言語を対象にした音声・音韻研究にとどまらず、一般言語学の分野
にも波及する内容をそなえた研究成果である。またその成果のなかには言語普遍性へ
の寄与につながる知見も含まれている。たとえば、音韻構造がモンゴル語の複合語の
ピッチパターンに影響を及ぼしているという本論文の主張は、子音のソノリティの程
度の違いによってピッチの高低が決定されると言い換えることができるが、声帯の緊
張の度合いによって子音の強さとピッチの高低が相関することは通言語的によく知ら
れており、たとえば東南アジアの諸言語にみられる声調発生という現象などがあげら
れる。また、モンゴル語のピッチパターンの決定には音節の重さが関係しているとい
う議論のなかで、CVCという音節についてはコーダ子音のソノリティが高いものを重
音節、低いものを軽音節と定義し、前者が前部要素に立つ場合ピッチはHになると指
摘しているが、この現象もリトアニア語などのバルト諸語でみられるコーダの共鳴音
はピッチを担いうるという現象と密接に関連する。今後論者には、モンゴル語に固有
にみられる言語現象の解明のみならず、より広いコンテクストのなかにモンゴル語を
据えることによって、言語の普遍的特徴の探求に立ち向かっていくことを期待した
い。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。平成三十年二月十六日、調査委員四名が論文内容とそれに関連した
事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
